
 

1 

別
添
三 

○
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
二
号 

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
社
会
教
育
主
事
の
講
習
の
受
講
に
関

し
、
社
会
教
育
主
事
講
習
等
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
第
二
条
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日 

文
部
科
学
大
臣 

阿
部 

俊
子 

 
 

一 

二
年
以
上
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
相
談

所
の
所
長
若
し
く
は
所
員
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
児
童
相
談
所
の
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
同
法
第
十

三
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

二 

二
年
以
上
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
者 

 

１ 

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉

士
の
業
務 

 

２ 

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
福
祉
士
の
業
務 

 

３ 

精
神
保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福
祉
士
の
業
務 

三 

二
年
以
上
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
業
務
そ
の
他
の
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
委
嘱
を
受
け
て
地
域
振
興
に
関



 

2 

す
る
業
務
と
し
て
、
社
会
教
育
に
係
る
学
習
又
は
文
化
活
動
そ
の
他
の
生
涯
学
習
に
資
す
る
諸
活
動
の
機
会
の
提
供

に
関
す
る
事
業
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
当
該
事
業
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
学
習
又
は
諸
活
動
の
指
導
に
従
事
し
た

者 

四 

四
年
以
上
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
保
育
士
の
業
務
に
従
事
し
た
者 

五 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
一
か
ら
四
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
と
認
め
た
資
格
を
有
す
る
者 

 
 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
開
始
す
る
社
会
教
育
法
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る

社
会
教
育
主
事
の
講
習
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

 


